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C O N T E N T S
　■後期高齢者医療制度　平成２１年度のポイント　

　■大韓民国果川市との友好交流事業計画

　■全ての住宅に“住宅用火災警報器”

　　等の設置が義務づけられています

　■行政改革／こんにちは町長です

　■町政ピックアップニュース

　■お知らせ information

　■まちのわだい

　■健康だより

　■社協だより ふくししらはま

　■中央公民館だより／日置川拠点公民館だより

　■じどうかんへ行こう／図書館だより

　■しらはま俳壇コーナー／グループ紹介

温泉の恵みに感謝して
～９つの湯元の一番湯を奉納　献湯祭～



広報しらはま７月号　�

後
期
高
齢
者
医
療
制
度　
（
長
寿
医
療
制
度
）

平
成
21
年
度
の
ポ
イ
ン
ト

①
対
象
者

　

原
則
75
歳
以
上
の
方
（
65
歳
以

上
75
歳
未
満
で
一
定
以
上
の
障
害

が
あ
る
方
）
が
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

　

75
歳
の
誕
生
日
か
ら
被
保
険
者

の
資
格
を
取
得
し
ま
す
。

②
保
険
料
の
決
ま
り
方

　

保
険
料
は
、
被
保
険
者
が
等
し

く
負
担
す
る
『
均
等
割
額
』
と
被

保
険
者
の
所
得
に
応
じ
て
決
ま
る

『
所
得
割
額
』
の
合
計
と
な
り
、

個
人
単
位
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

※
保
険
料
率
は
和
歌
山
県
内
均
一

で
定
め
ら
れ
（
特
例
地
域
を
除

く
）、
２
年
ご
と
に
見
直
さ
れ
ま

す
。

※
保
険
料
額
は
ど
ん
な
に
所
得
の

高
い
方
で
も
、
年
50
万
円
が
上
限

と
な
り
ま
す
。

◎
保
険
料
の
決
定
通
知
は
７
月
中

旬
頃
送
付
予
定
で
す
。

●年間の保険料額●

均等割額（４３, ３７５円）
＋

所得割額（〔所得－３３万円〕×７．９２％）

均等割額軽減割合 総所得金額等の合計（同一世帯内の被保険者および世帯主）

９割軽減
３３万円以下の世帯で被保険者全員が年金収入８０万円以下の世帯 

（その他各種所得がない場合）

８．５割軽減
３３万円以下の世帯

（平成２０・２１年度の特例措置。平成２２年度から７割軽減に戻る予定）

５割軽減 ３３万円＋（世帯主を除く被保険者数×２４万５千円）以下の世帯

２割軽減 ３３万円＋（被保険者数×３５万円）以下の世帯

③保険料の軽減措置

　所得の低い方は、以下の基準によって均等割額および所得割額が軽減されます。

※６５歳以上の公的年金受給者は、年金所得から１５万円を控除して軽減判定されます。

～所得割額の軽減～
賦課のもととなる基礎控除後の所得金額が５８万円以下の場合は、所得割額が５０％軽減されます。

～均等割額の軽減～　　　　　《軽減対象判定基準》

８月１日から保険証（後期高齢者医療被保険者証）が変わります

　平成２１年７月３１日の有効期限満了に伴い保険証（後期高齢者医療被保険者証）を更新
します。
　新しい保険証は『みず色』です。７月中旬頃から順次、簡易書留にて郵送させていただく
予定です。今回お届けする『みず色』の保険証は８月１日からご使用になれますので、それ
までは現在お持ちの保険証『うすい緑色』をご使用ください。
○現在お持ちの保険証は…
　８月１日以降に白浜町役場民生課 ･ 富田事務所・日置川事務所の保険担当に返却、または
ご自分で処分される場合は細かく裁断するなどして、住所・氏名などが他人に知られないよ
う十分ご注意ください。



�　広報しらはま７月号

⑥
社
会
保
険
や
共
済
組
合

な
ど
の
被
扶
養
者
に
つ
い
て

（
国
民
健
康
保
険
の
方
を
除
く
）

　

制
度
加
入
の
直
前
が
被
用
者
保

険
（
社
会
保
険
や
共
済
組
合
な

ど
）
の
被
扶
養
者
の
方
は
、
加
入

時
か
ら
２
年
間
は
所
得
割
が
か
か

ら
ず
、
均
等
割
か
ら
５
割
軽
減
さ

れ
ま
す
。（
た
だ
し
、
特
例
と
し

て
平
成
22
年
３
月
ま
で
は
均
等
割

か
ら
９
割
軽
減
さ
れ
ま
す
）

※
被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
の
方

で
、
保
険
料
が
９
割
軽
減
さ
れ
て

い
な
い
内
容
で
あ
る
場
合
は
、
役

場
民
生
課
医
療
保
険
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

④
保
険
料
の
納
め
方

　

保
険
料
の
納
付
方
法
に
は
、
受
給
し
て
い
る
年
金
額
な
ど
に
よ
っ
て
、

特
別
徴
収
と
普
通
徴
収
の
２
通
り
が
あ
り
ま
す
。

所　得　区　分 自己負担限度額

現役並み所得者 ６７万円（８９万円）

一　　　般 ５６万円（７５万円）

低所得者Ⅱ ３１万円（４１万円）

低所得者Ⅰ １９万円（２５万円）

■
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
納
付
）

　

年
金
支
給
月
の
４
月
・
６
月
・

８
月
・
10
月
・
12
月
・
２
月
の
年

６
回
、
年
金
か
ら
保
険
料
が
あ
ら

か
じ
め
差
し
引
か
れ
ま
す
。

※
年
齢
到
達
に
よ
り
制
度
に
加
入
し

た
直
後
や
、
保
険
料
額
の
変
更
等
さ

ま
ざ
ま
な
理
由
に
よ
り
、
年
度
途
中

に
変
更
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
普
通
徴
収（
納
付
書
で
納
付
）

　

７
月
か
ら
３
月
ま
で
の
年
９
回

に
分
け
て
納
付
い
た
だ
き
ま
す
。

　

白
浜
町
か
ら
送
ら
れ
て
く
る
納

付
書
で
、
納
期
日
内
に
指
定
さ
れ

た
金
融
機
関
で
納
め
ま
す
。

※
保
険
料
の
お
支
払
は
、
安
心
・
確

実
な
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
指
定

の
金
融
機
関
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
一
度
手
続
き
を
し
ま
す
と
、
毎

年
自
動
的
に
継
続
さ
れ
ま
す
。

●
普
通
徴
収
の
拡
大

　

原
則
と
し
て
年
金
か
ら
納
付

す
る
特
別
徴
収
と
な
り
ま
す

が
、
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
方
は
、
今
ま
で
保
険
料

（
税
）
の
滞
納
が
無
い
な
ど
の

一
定
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
に

よ
り
、
口
座
振
替
で
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
が
可
能
で
す
。

※
納
付
方
法
の
変
更
に
は
、
白

浜
町
医
療
保
険
係
お
よ
び
金
融

機
関
で
の
申
し
込
み
が
必
要
。

　　

ま
た
、
特
別
徴
収
の
対
象
と

な
っ
て
い
る
方
が
、
納
付
方
法

を
連
帯
納
付
義
務
者
等
の
口
座

か
ら
の
振
替
に
切
り
替
え
る

と
、
連
帯
納
付
義
務
者
等
の
社

会
保
険
料
控
除
額
が
増
え
、
所

得
税
・
住
民
税
が
課
さ
れ
て
い

る
世
帯
で
あ
れ
ば
、
世
帯
全
体

で
み
た
場
合
の
所
得
税
・
住
民

税
の
負
担
が
少
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

⑤
高
額
医
療
・
高
額
介
護

合
算
制
度

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
料
と
医

療
費
の
自
己
負
担
額
の
合
算
が
高

額
に
な
っ
た
と
き
は
、
定
め
ら
れ

た
限
度
額
を
超
え
た
分
が
申
請
に

よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

合算したときの限度額　
年額〔各年８月～翌年７月〕

※
平
成
20
年
度
に
つ
い
て
は
、
平
成

20
年
４
月
～
平
成
21
年
７
月
末
ま
で

の
自
己
負
担
額
に
（　

）
内
の
額
を

適
用
し
た
場
合
の
給
付
額
と
、
平
成

20
年
８
月
～
平
成
21
年
７
月
末
ま
で

の
自
己
負
担
額
に
通
常
の
限
度
額
を

適
用
し
た
場
合
の
給
付
額
と
を
比
較

し
、
有
利
な
方
を
適
用
し
ま
す
。

※
申
請
手
続
き
等
に
つ
い
て
は
改
め

て
広
報
し
ま
す
。

現役並み所得者

同一世帯に住民税課税所得が１４５万円以上の被保険者がいる方
※ただし、平成２１年１月１日から、後期高齢者医療に移行することによって被保険者が１人となり「現役並み
所得者」　となった場合、同一世帯の７０歳以上７５歳未満の方を含めた収入合計が５２０万円未満の場合は申請
により　「一般」の区分となり１割負担になります。（平成２２年７月３１日までの経過的措置）

一　　　般 現役並み所得者、低所得者以外の方

低所得者Ⅱ 同一世帯の世帯員全員が住民税非課税である方　（低所得者Ⅰを除く）

低所得者Ⅰ 世帯員全員が住民税非課税で、各種収入等から必要経費・控除を差し引いた所得が０円となる世帯の方
（公的年金の所得は、控除額を８０万円として計算）

※参　考

■各種申請・お問い合わせ
・役場民生課　医療保険係
　（℡４３ー６５８５）

・和歌山県後期高齢者医療広域連合
　（℡０７３ー４２８ー６６８８）



広報しらはま７月号　�

国際交流のまちを目指して

大韓民国果
クヮ

川
チョン

市
シ

との友好交流事業計画

　先月号でもお知らせしましたとおり、大韓民国果川市と
の友好都市提携について臨時議会で可決承認され、本年６
月３０日に果川市において調印式が執り行われました。（調
印式に関しては８月号に掲載予定）
　今月号では、約２年間にわたる果川市との交流協議の結果、
まとまった交流事業計画について、皆さまにお伝えします。
　また、果川市との提携を機に、「白浜町国際交流推進準備
会」を「白浜町国際交流推進協議会」へと発展させ、国際
観光都市としてのまちづくりに取り組んでいきます。

韓国語を話せる方、
ご連絡をください

　今後の韓国果川市との交流にあたり、韓
国語の通訳をできる方を募集しています。
　日常会話程度以上の韓国語を話せる方の
ご連絡をお待ちしています。
■連絡先　役場総務課まちづくり推進係
　　　　　（℡４３－６５９８）

①
公
務
員
相
互
派
遣

　

友
好
都
市
提
携
締
結
後
、
実
現

に
向
け
て
協
議
し
て
い
く
。

②
代
表
団
招
聘
・
訪
問

　

隔
年
で
実
施
す
る
。
渡
航
費
用

お
よ
び
宿
泊
費
用
を
除
く
相
手
国

到
着
後
に
か
か
る
経
費
は
受
け
入

れ
側
の
負
担
を
原
則
と
し
て
、
そ

の
都
度
協
議
し
て
い
く
。

　

２
０
０
９
年
は
、
夏
の
花
火
大
会

に
白
浜
町
が
果
川
市
を
招
聘
す
る
。

③
青
少
年
語
学
研
修

　

２
０
１
０
年
か
ら
実
施
す
る
。

２
０
１
０
年
は
、
果
川
市
の
学
生

を
10
人
程
度
、
約
１
週
間
白
浜
町

が
受
け
入
れ
る
。
研
修
に
係
る
費

用
に
つ
い
て
は
、
派
遣
元
で
あ
る

■
交
流
事
業
に
関
す
る

両
都
市
間
の
合
意
事
項

　

交
流
協
議
で
は
、
ど
の
よ
う
な

交
流
を
し
た
い
の
か
を
提
案
し
合

い
、
友
好
的
な
交
流
を
進
め
て
い

く
た
め
の
基
本
事
項
を
話
し
合
っ

て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
れ
ら

の
合
意
事
項
に
基
づ
き
、
交
流
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
両
都
市
と
も
に
、
民
間
交

流
の
活
発
化
こ
そ
が
末
永
い
友
好

的
な
関
係
と
、
国
際
都
市
と
し
て

の
お
互
い
の
ま
ち
の
発
展
に
つ
な

が
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
民
間

交
流
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

果
川
市
が
原
則
負
担
す
る
。

　

そ
の
他
、
相
互
派
遣
等
詳
細
に

つ
い
て
は
引
き
続
き
協
議
し
て
い

く
。

④
文
化
芸
術
団
交
換
公
演

　

隔
年
実
施
に
向
け
て
協
議
を
し

て
い
く
。
費
用
負
担
等
に
つ
い
て

は
、
今
後
協
議
を
行
う
。

　

２
０
１
０
年
は
、
白
浜
町
か
ら
芸

術
団
を
果
川
市
ハ
ン
マ
ダ
ン
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
に
派
遣
す
る
。

⑤
そ
の
他

　

交
流
事
業
は
実
施
で
き
る
も
の

か
ら
段
階
を
踏
ん
で
行
っ
て
い

く
。
民
間
交
流
支
援
を
は
じ
め
、

今
後
の
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
そ

の
都
度
協
議
を
し
て
い
く
。

年　度 事　業　名

２１年度

友好都市提携調印式（６月３０日調印式）

花火大会に果川市代表団招聘（７月）

ハンマダンフェスティバル見学（９月）

２２年度

果川市青少年語学研修受け入れ開始（時期未定）

ハンマダンフェスティバルに白浜町代表団訪問

および民間団体（芸術団）参加（９月）

民間交流支援開始

■平成２１・２２年度　交流事業計画
（果川市と協議済の事業計画）

※ハンマダンフェスティバル
　果川市で毎年９月に約１週間にわたり開催される国際芸
術祭。開催期間中は、市内各地の会場で演劇をはじめ、舞
踊や音楽演奏、伝統芸能などのさまざまな公演が行われる。

果川市のシンボルマーク



�　広報しらはま７月号

※壁に取り付ける場合

火災警報器の中心を、天井から１５～
５０ｃｍ以内の位置にくるよう取り付
けます。
※取り付け方法はドライバーなど簡単に取り付けられるも

のが多いですが、各商品の説明書などでご確認ください。

※天井に取り付ける場合

火災警報器の中心を壁または、
はりから６０cm 以上離して取
り付けます。
エアコンや換気扇の吹き出し口付近では１．５ｍ
以上離して取り付けます。

全ての住宅 に“住宅用火災警報器”等の

                            設置が義務づけられています
　　　　
　　　　　◆新築住宅は、平成１８年６月１日から設置が義務づけられています。

　　　　　◆既存住宅も、平成２３年５月３１日までに設置しなければなりません。

　　　　　　（白浜町火災予防条例により定められています）

質問１：住宅用火災警報器って何ですか？
回　答：住宅火災によって発生した煙を感知し、警報
　　　　ブザーや音声により火災の発生をいち早く知
　　　　らせる器具です。（熱式のものもありますが
　　　　設置義務のある場所には煙式の警報器を設置
　　　　しなければなりません。）

質問２：どこで販売していますか？
回　答：消防用設備業者や家電量販店や、ホームセン
　　　　ターなどで取り扱っています。（消防署では
　　　　取り扱っていません。また、消防職員を装っ
　　　　て販売するといった悪質な訪問販売も発生し

ていますのでご注意ください。）
購入の目安として、日本消防検定
協会の鑑定に合格したことを示す

「鑑定マーク（ＮＳマーク）」が貼
付されたものをお薦めします。

質問３：どこに取り付ければいいのですか？
回　答：普段皆さんが就寝している部屋（寝室）と、
　　　　その部屋が２階などの場合は階段部分にも設
　　　　置が必要です。
　　　　また、廊下にも設置が必要な場合があります。
　　　　取り付け場所の例は図のとおりです。

それでは、実際に取り付ける位置を紹介します

住宅用火災警報器について、よくある質問を紹介

■お問い合わせ　白浜町消防本部（白浜消防署）（℡４３－０１１９）／日置川消防署（℡５２ー３０６１）
※白浜町ホームページにも設置場所などについて掲載しています。
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行政
　　改革

●
平
成
20
年
度
の
取
り
組
み

①
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
収
納

　

の
実
施

②
受
益
者
負
担
事
業
に
お
け
る
減

　

免
基
準
の
見
直
し

③
学
校
給
食
の
見
直
し

④
町
税
滞
納
処
理
の
シ
ス
テ
ム
化

⑤
公
用
車
買
換
基
準
の
見
直
し

⑥
民
俗
温
泉
資
料
館
の
無
人
化

⑦
老
人
憩
い
の
家
の
管
理
委
託

●
平
成
21
年
度
か
ら
の

新
た
な
取
り
組
み

①
日
置
川
事
務
所
宿
直
の
廃
止

②
救
急
車
の
適
正
利
用

③
町
税
の
前
納
報
奨
金
の
廃
止

④
指
定
管
理
者
制
度
導
入
施
設
に

か
か
る
経
費
の
見
直
し

　

財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
は
、
毎
年

見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
行
政
改
革
に
関
す
る
ご
提
案
や

ご
意
見
は
、
役
場
総
務
課
財
政
係

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

（
℡
４
３
ー
６
５
９
８
）

～
平
成
21
年
度
修
正
版

　

白
浜
町
財
政
健
全
化
プ
ラ
ン
～

　

白
浜
町
で
は
、
財
政
健
全
化
の
視
点
か
ら
、
集
中
的

に
推
進
す
る
具
体
的
な
取
り
組
み
を
計
画
し
た
「
財
政

健
全
化
プ
ラ
ン
」
を
平
成
18
年
11
月
に
策
定
し
て
い
ま

す
。
期
間
は
平
成
18
年
度
を
起
点
と
し
た
５
年
間
で
、

毎
年
目
標
の
達
成
状
況
の
確
認
を
行
い
、
見
直
し
を
行
っ
た
上
で
修
正
計

画
を
策
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
平
成
21
年
度
修
正
版
」
と
は
、
平
成
20
年
度
に
お
け
る
取
り
組
み
経

過
や
結
果
、
ま
た
平
成
21
年
度
の
新
た
な
取
り
組
み
や
見
直
し
を
行
っ
た

計
画
を
示
す
も
の
で
す
。

こんにちは！町長です

　過日、田辺市の住民の方から明治２０年１２月
発刊の「熊野雑誌　海水浴」という冊子を頂きま
した。筆者は「目良碧斎」です。

冊子によると、当時は「海浴」または「海水場」
と言われており、明治維新後、欧米から疾病の治
療法として導入され、患者は海岸で海水を浴びた
り、日光浴をして「海

かい

気
き

」に一定時間触れるとい
う方法で、明治１３年、はじめて須磨明石海岸で
行われ、翌年にその効用を愛知病院長の後藤新平
氏は、潮湯治法の「海水効用論と海辺療法」とし
てまとめ、発表しています。
　その後、全国各地に適地が開発され、「潮

しお

湯
とう

治
じ

場
ば

」が広がり、療法効果が発揮された、と記され
ています。

また、万病に効果があったようで、例えば「男
子癇病ニテ気短クイライラシ身体ナントナク悪キ
病アリ浴スル事二十余日ニシテ快癒ス」また、「女
子嫁ニシテ月経不順久シク妊娠セス経久浴ニシテ

月事順に来リ一子ヲ胎ス」など、効用のあるたく
さんの疾病が列挙されています。

時代は過ぎ、１２０年後の今日、海水浴場が万
病に効くと考えている人は、むしろ少なく、もっ
ぱらレジャーとして楽しんでいます。当時、日本
において、日々の生活の中に海水浴遊びの習慣は
なく、わずか１２０年前に疾病予防や治療として
始まったことは案外知られていません。

今年も、まもなく子どもたちが通う学校の夏休
みが近くスタートして、白浜温泉が老若男女の海
水浴客でにぎわう季節です。海水浴の楽しみ方の
原点を研究し、健康とレジャーをもっともっとア
ピールすることも新しいお客様を拡大する力にな
るのではないでしょうか！

温故知新という言葉があります。歴史は繰り返
されるとも言われます。
　また、いつの時代か、海水浴が「湯治」のよう
な視点で考える日が来るかもしれません。
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●才野地区排水路改良工事

老朽化した排水

路の改良を行い

ました。

ピックアップ町政

このページでは、町の取り組みを
町民の皆さまへお知らせします。

●中の谷川護岸補修工事

豪雨により決壊した護岸を補修しました。

●青葉台地区排水路改良工事

騒音のある横断溝の改良を行いました。

●熊野参詣道大辺路富田坂保存修理工事

世界遺産にも登

録されている大

辺路富田坂の修

理 を 行 い ま し

た。

●町道口ヶ谷本線路側補修工事

路側よう壁に根継を行い、よう壁を補強しまし

た。

●町道市鹿野小川線側溝改良工事

老朽化により水漏れのあった排水路の改良を行

いました。
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お知らせ
INFORMATION

役場関係機関連絡先

白浜町役場　 　　（代）43-5555

富田事務所　 　　（代）45-0009

日置川事務所 　　（代）52-2300

・椿出張所　　　　　　　46-0052

・安居出張所　　　　　　53-0009

・市鹿野出張所　　　　　54-0001

・上下水道課　　　　　　45-2000

・保健センター　　　　　43-0178

・白浜町清掃センター　　45-3800

・日置川焼却場　　　　　52-2750

・日置川水道事務所　　　52-2179

・住民交流センター　　　52-2446

・白浜町中央公民館　　　42-2269

・日置川拠点公民館　　　52-2660

・町立図書館　　　　　　43-2922

・町立児童館　　　　　　45-2117

まちの人口と世帯

　人　口　　　２３，７６９人
　　　　　　（先月比　＋　９人）

　　　　男　　１１，１１０人
　　　　　　（先月比　＋　１人）

　　　　女　　１２，６５９人
　　　　　　（先月比　＋　８人）

　世帯数　　１１，０６３世帯
　　　　　　（先月比＋　９世帯）

※平成２１年６月１日現在

日
置
川
事
務
所　

宿
直
業
務
廃

止
に
伴
う
電
話
対
応
に
つ
い
て

　　

７
月
１
日
か
ら
、
日
置
川
事
務

所
の
宿
直
業
務
が
、「
廃
止
」さ
れ
、

平
日
・
休
日
の
午
後
５
時
30
分
か

ら
、
翌
日
午
前
８
時
30
分
ま
で
の

日
置
川
事
務
所
へ
の
電
話
は
、
本

庁
（
白
浜
町
役
場
）
の
宿
直
員
が

対
応
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
休
日
の
午
前
８
時
30
分

か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で
は
、
従

来
ど
お
り
日
置
川
事
務
所
の
日
直

が
対
応
し
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま

に
は
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

日
置
川
事
務
所

　
（
℡
５
２
ー
２
３
０
０
）

白
浜
町
農
業
委
員
会
委
員
一
般

選
挙
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
８
月
31
日
を
も
っ
て

現
在
の
農
業
委
員
（
選
挙
に
よ
る

委
員
）
の
任
期
が
満
了
す
る
こ
と

に
伴
い
、
次
の
と
お
り
白
浜
町
農

業
委
員
会
委
員
一
般
選
挙
を
執
行

し
ま
す
。

　

農
業
委
員
は
、
農
業
者
の
代
表

と
し
て
農
用
地
の
確
保
と
有
効
利

用
を
進
め
る
と
と
も
に
、
農
政
の

普
及
推
進
を
図
る
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
農
業
の
た
め
に
、

有
権
者
の
皆
さ
ん
は
棄
権
す
る
こ

と
な
く
貴
重
な
一
票
を
投
じ
ま
し

ょ
う
。

◆
投
票
で
き
る
方

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

に
登
載
さ
れ
、
投
票
当
日
選
挙
権

を
有
す
る
方

◆
日
程
等

・
７
月
１
日
（
水
）

　

立
候
補
予
定
者
説
明
会

・
７
月
28
日
（
火
）

　

告
示
日
・
立
候
補
届
出
日

・
８
月
２
日
（
日
）

　

選
挙
の
期
日
（
投
票
日
）

　

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
総
務
課
内

　

白
浜
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
℡
４
３
ー
６
５
８
３
）

浄
化
槽
維
持
管
理
の
講
習
会
開

催
に
つ
い
て

　

す
で
に
浄
化
槽
を
設
置
し
た
方

や
、
こ
れ
か
ら
浄
化
槽
を
設
置
し

夏だ！太陽 SUN SUN ３億円！
今年のサマージャンボ宝くじは、

億万長者が７８人！

発売期間は７月１３日（月）～３１日（金）
この宝くじの収益金は、

市町村の明るく住みよいまちづくりに使われます

　           　
　　　　　　　草刈、 草引き、 掃除、 樹木伐採

　　　　　　　剪定、 大工 ・ 左官仕事、 ペンキ塗り等

 ・ 会員募集！  詳しくは電話又はインターネットで
　　（緊急雇用制度で働きたい方も電話でご相談下さい。）

　　（社）　白浜町シルバー人材センター

電話 (0739)82-1250  fax 82-1251

種　別 時　間　帯 対　応

平日・休日
午後５時３０分から

　翌日午前８時３０分
本　　庁

休　　　日
午前８時３０分から

午後５時３０分
日置川事務所

有料広告募集中！



�　広報しらはま７月号

お知らせ INFORMATION

よ
う
と
す
る
方
を
対
象
に
し
た
講

習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

浄
化
槽
を
適
正
に
使
用
す
る
た

め
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
日　

時　

７
月
28
日
（
火
）

　

昼
の
部

　
　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

　

夜
の
部

　
　

午
後
７
時
～
８
時

◆
場　

所

　

白
浜
町
農
業
研
修
会
館
（
栄
）

◆
主　

催

　

和
歌
山
県
環
境
生
活
総
務
課

（
協
力　

白
浜
町
生
活
環
境
課
）

　

浄
化
槽
の
維
持
管
理
は
、
法
律

で
次
の
３
点
が
義
務
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

①
保
守
点
検

　

浄
化
槽
の
保
守
点
検
は
、
県
知

事
の
登
録
を
受
け
た
保
守
点
検
業

者
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
清
掃

　

浄
化
槽
の
清
掃
は
毎
年
１
回
以

上
、
町
の
許
可
を
受
け
た
浄
化
槽

清
掃
業
者
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
水
質
に
関
す
る
検
査

　

浄
化
槽
の
法
定
検
査
は
、
県
知

事
が
指
定
し
た
社
団
法
人
和
歌
山

県
水
質
保
全
セ
ン
タ
ー
で
受
け
て

く
だ
さ
い
。

　

こ
の
機
会
に
、
浄
化
槽
の
維
持

管
理
に
つ
い
て
考
え
ま
せ
ん
か
。

　

一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
で
、
白

浜
町
の
美
し
い
水
環
境
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
生
活
環
境
課 

生
活
環
境
係

　
（
℡
４
３
ー
６
５
８
６
）

旧
南
紀
白
浜
空
港
跡
地
へ
町
営

臨
時
駐
車
場
を
開
設

　

白
良
浜
周
辺
の
駐
車
場
不
足
や

違
法
駐
車
な
ど
、
交
通
混
雑
の
緩

和
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
本
年

も
旧
空
港
跡
地
に
臨
時
駐
車
場
を

開
設
し
ま
す
。

◆
開
設
期
間

　

７
月
25
日
（
土
）
～

８
月
16
日
（
日
）

◆
料　

金

　

普
通
車　

１
，
０
０
０
円

　

大
型
車　

５
，
０
０
０
円

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
観
光
課　

観
光
商
工
係

　
（
℡
４
３
ー
６
５
８
８
）

平
成
21
年
10
月
１
日
か
ら
住
じ
ゅ
う

宅た
く

瑕か

疵し

担た
ん

保ぽ

履り

行こ
う

法ほ
う

が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す

　

こ
の
法
律
は
、
新
築
住
宅
を
供

給
す
る
事
業
者
に
対
し
て
資
力
確

保
措
置
（
保
険
ま
た
は
供
託
）
を

義
務
づ
け
る
も
の
で
、
新
築
住
宅

の
発
注
者
や
買
主
を
保
護
す
る
こ

と
が
目
的
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

住
宅
の
特
に
重
要
な
部
分
に
つ
い

て
、
瑕
疵
（
欠
陥
）
の
補
修
等
が

確
実
に
行
わ
れ
る
た
め
の
措
置
が

講
じ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
21
年

10
月
１
日
以
降
に
引
き
渡
さ
れ
る

新
築
住
宅
で
す
。

　

保
険
加
入
の
場
合
、
着
手
前
の

申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
10
月
１
日
以
降
に
新
築
住
宅

の
引
き
渡
し
を
受
け
る
予
定
の
方

は
、
相
手
事
業
者
に
対
し
、
保
険

に
加
入
し
て
い
る
か
ど
う
か
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

役
場
建
設
課　

都
市
計
画
係

　
（
℡
４
３
ー
６
５
８
９
）

　

県
庁
建
築
住
宅
課

　
（
℡
０
７
３
ー
４
４
１
ー
３
１
８
４
）

共聴アンテナの現状把握にご協力ください！

　２０１１年７月２４日からテレビ放送が現在の地上
アナログ放送から地上デジタル放送へかわります。
　白浜町では難視聴地域の対策に取り組んでいますが、
旧白浜町内における共聴アンテナの現状について未確
認なところがあり、現在、町内会・区会へ回覧板により共聴アンテナの
現状把握に取り組んでいます。

　旧白浜町内において町内会・区会へご加入されていないご家庭で、
「２世帯以上共同でアンテナを設置し、地上デジタル放送もしくは地上

アナログ放送をご視聴されているご家庭（組合）」はご連絡くださいま
すようご協力をお願いします。※集合住宅は除きます。
■連絡・お問い合わせ先
　役場総務課　まちづくり推進係（℡４３ー６５９８）
　E-mail：somu@town.shirahama.wakayama.jp

　地デジであなたをだます
　　　　　詐欺にご注意を！

　地上デジタル放送に便乗した架空請
求などの悪質商法には十分ご注意くだ
さい。地デジ対応で総務省やテレビ局
など関係機関がお金を請求することは
一切ありません。

地上デジタル放送全般についての
お問い合わせは、

総務省地デジコールセンターへ
℡０５７０－０７－０１０１

　●平日：午前９時～午後９時

　●土・日・祝日：午前９時～午後６時

※ IP 電話等、上記番号でつながらない場

合は、℡０３－４３３４－１１１１まで
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お知らせ INFORMATION

平
成
21
年
度
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
員
養
成
講
座
募
集

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
関
す
る
助

言
や
情
報
提
供
、
県
や
市
町
村
が

行
う
施
策
へ
の
参
画
・
協
力
な
ど

を
行
う
、
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
員
養
成
講
座
の
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
講
座
開
講
日
時
・
会
場

・
第
１
回　

８
月
２
日
（
日
）

　

和
歌
山
地
域
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
（
和
歌
山
市
）

・
第
２
回　

８
月
23
日
（
日
）

　

和
歌
山
地
域
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
（
和
歌
山
市
）

・
第
３
回　

９
月
13
日
（
日
）

　

御
坊
商
工
会
館
（
御
坊
市
）

・
第
４
回　

10
月
18
日
（
日
）

　

和
歌
山
地
域
地
場
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
（
和
歌
山
市
）

※
開
講
時
間
は
、
す
べ
て
午
後
１

時
～
５
時

◆
応
募
資
格

　

満
18
歳
以
上
の
和
歌
山
県
内
在

住
も
し
く
は
、
勤
務
・
通
勤
し
て

い
る
方
で
、
地
球
温
暖
化
を
防
止

す
る
た
め
に
、
無
償
で
普
及
活
動

を
行
う
熱
意
の
あ
る
方
。

　

全
４
回
の
講
座
に
出
席
可
能
な
方
。

◆
定　

員　

50
人

◆
受
講
料　

無
料

◆
申
込
締
切
日　

７
月
21
日（
火
）

◆
主　

催

　

和
歌
山
県
地
球
温
暖
化
防
止

活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

■
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

和
歌
山
県
環
境
生
活
総
務
課　

温
暖
化
対
策
推
進
班

　
（
℡
０
７
３
ー
４
４
１
ー
２
６
９
０
）

放
送
大
学
学
生
募
集

～
あ
な
た
も
放
送
大
学
で
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？
～

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ

で
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学
び

を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
目
的
で
、
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
、
誰
で
も
、
学
び
た
い
だ
け
学

べ
る
大
学
で
す
。

　

た
だ
今
、
平
成
21
年
10
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
文
学
か

ら
科
学
ま
で
幅
広
い
分
野
を
、
半

年
１
万
７
千
円
か
ら
学
べ
ま
す
。

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

◆
出
願
期
間

　

８
月
31
日
（
月
）
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ

　

放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー

　
（
℡
０
７
３
ー
４
３
１
ー
０
３
６
０
）

　
（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.u-air.ac.jp

）

海
上
保
安
学
校

学
生
採
用
試
験
に
つ
い
て

　

人
事
院
と
海
上
保
安
庁
で
は
、

次
の
と
お
り
海
上
保
安
庁
職
員
と

な
る
海
上
保
安
学
校
の
学
生
を
募

集
し
ま
す
。

◆
受
付
期
間

　

７
月
21
日
（
火
）
～

８
月
４
日
（
火
）

◆
受
験
資
格

　

昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
、
高
等
学
校
ま
た
は

中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た
者
お

よ
び
平
成
22
年
３
月
ま
で
に
こ
れ

ら
の
教
育
機
関
を
卒
業
見
込
み
の

者
。
人
事
院
が
前
記
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
者
。

◆
採
用
予
定
数

・
船
舶
運
行
シ
ス
テ
ム
課
程　
約
95
人

・
情
報
シ
ス
テ
ム
課
程　

約
35
人

・
航
空
課
程　

約
10
人

・
海
洋
科
学
課
程　

約
10
人

※
採
用
予
定
数
は
変
動
す
る
場
合
あ
り

◆
第
１
次
試
験

　

９
月
27
日
（
日
）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

田
辺
海
上
保
安
部
管
理
課

　
（
℡
２
２
１
ー
２
０
０
２
）

　

第
五
管
区
海
上
保
安
本
部
人
事
課

　
（
℡
０
７
８
ー
３
９
１
ー
６
５
５
１
）

就
職
促
進
相
談
会
の
開
催

　

就
職
促
進
相
談
員
（
就
職
の
促
進

お
よ
び
職
業
の
安
定
を
図
る
た
め
、
振
興

局
に
配
置
さ
れ
た
相
談
員
）
が
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
求
人
情
報
や
情
報
誌

を
持
参
し
て
、
職
業
の
相
談
を

受
け
ま
す
。
予
約
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◇
７
月
10
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
住
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◇
７
月
15
日
（
水
）

　

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

　

会
場
…
白
浜
町
中
央
公
民
館

■
お
問
い
合
わ
せ

　

西
牟
婁
振
興
局
地
域
振
興
部
企

画
産
業
課
（
℡
２
６
ー
７
９
４
７
）

定
例
行
政
相
談
所
の
開
設

　

行
政
相
談
員
が
、
国
の
仕
事
に

関
す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
無
料

で
受
け
付
け
ま
す
。

◇
７
月
９
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
日
置
川
拠
点
公
民
館

◇
７
月
13
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　

会
場
…
役
場
第
２
会
議
室

定
例
人
権
相
談
所
の
開
設

　

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
問
題
や

い
ろ
い
ろ
な
困
り
ご
と
の
相
談
を

無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

◇
７
月
13
日
（
月
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

会
場
…

　

白
浜
町
社
会
福
祉
協
議
会

本
部
事
務
所
（
十
九
渕
）

◇
７
月
15
日
（
水
）

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

会
場
…
高
齢
者
生
活

福
祉
セ
ン
タ
ー

※
人
権
相
談
は
社
会
福
祉
協
議
会
と
の

合
同
相
談
で
す
。
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お知らせ INFORMATION
　

国
（
総
務
省
）
は
、
公
立
病
院

の
経
営
改
善
を
図
る
た
め
、「
公

立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

示
し
、
全
国
の
公
立
病
院
に
対
し

て
改
革
プ
ラ
ン
の
策
定
を
要
請
し

ま
し
た
。

　
「
公
立
病
院
改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
は
、
安
定
的
か
つ
自
律
的
な

経
営
の
下
で
良
質
な
医
療
を
継
続

し
て
提
供
で
き
る
体
制
を
構
築
す

る
こ
と
を
求
め
、
①
経
営
の
効
率

化
、②
地
域
の
公
立
病
院
の
再
編
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
③
経
営
形
態

の
見
直
し
、
以
上
３
つ
の
視
点
に

立
っ
た
改
革
を
行
う
こ
と
を
求
め

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
受
け
、
社
会
保
険
紀
南

病
院
と
紀
南
こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン

タ
ー
を
経
営
す
る
公
立
紀
南
病
院

組
合
は
、
平
成
21
年
３
月
改
革
プ

ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

計
画
期
間
は
平
成
21
年
度
か
ら

平
成
25
年
度
ま
で
で
、
経
営
の
効

率
化
を
示
す
経
常
黒
字
化
の
目
標

達
成
年
度
は
平
成
23
年
度
と
し
、

再
編
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
や
経
営

形
態
の
見
直
し
に
つ
い
て
も
定
め

て
い
ま
す
。（
詳
細
略
）

用
語
解
説 

■
公
立
紀
南
病
院
組
合

　

田
辺
市
、
白
浜
町
、
上
富
田
町
、

み
な
べ
町
で
構
成
す
る
社
会
保
険
紀

南
病
院
お
よ
び
紀
南
こ
こ
ろ
の
医
療

セ
ン
タ
ー
を
経
営
す
る
た
め
の
一
部

事
務
組
合
。
管
理
者
は
真
砂
充
敏
田

辺
市
長
。

■
経
常
収
支
比
率

　

構
成
市
町
か
ら
の
繰
入
金
を
含

む
経
常
収
入
に
対
す
る
経
常
費
用
の

割
合
。
１
０
０
％
を
超
え
る
と
経
常

収
支
黒
字
化
達
成
。

■
医
業
収
支
比
率

　

料
金
収
入
や
医
業
収
益
に
算
入

す
べ
き
繰
入
金
を
含
む
医
業
収
益
に

対
す
る
医
業
費
用
の
割
合
。
１
０
０

％
を
超
え
る
と
医
業
収
支
が
黒
字
に

な
る
。

公
立
紀
南
病
院
組
合
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
　
　

病
院
経
営
改
革
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

　年　　　度 １９（実績） ２０（実績） ２１（見込） ２２ ２３ 備考

公
立
紀
南
病
院
組
合

経常収支比率 93.9％ 93.0％ 94.7％ 97.5％ 100.3％

職員給与費比率（※） 59.2％ 59.8％ 59.4％ 60.2％ 60.1％

病床利用率（全体） 85.9％ 87.4％ 89.5％ 89.5％ 89.5％ （610 床）

病床利用率（うち一般） 89.5％ 90.3％ 91.2％ 91.2％ 91.2％ （352 床）

病床利用率（精神） 82.3％ 84.6％ 88.6％ 88.6％ 88.6％ （254 床）

材料費比率（※） 26.0％ 25.8％ 24.9％ 24.1％ 24.2％

薬品費比率（※） 12.8％ 13.3％ 12.4％ 13.0％ 13.0％

医業収支比率 90.2％ 89.9％ 91.8％ 93.4％ 96.4％

年　　度 18（実績） 19（実績） 20（見込） ２１ ２２ ２３ ２４ ２５区　　分

収　

入

1．医業収益 a 9,418 9,737 9,889 10,275 10,189 10,208 10,189 10,189
2．医業外収益 768 837 774 808 887 859 858 849
経常収益 (A) 10,187 10,574 10,663 11,083 11,076 11,068 11,047 11,038

支　

出

1．医業費用 b 11,172 10,792 10,997 11,198 10,907 10,589 10,583 10,589
2．医業外費用 482 469 464 501 454 447 440 433
経常費用 (B) 11,654 11,262 11,462 11,700 11,362 11,037 11,024 11,022

　  経常損益　( Ａ ) － ( Ｂ ) (C) -1,467 -687 -798 -616 -285 31 23 16
　  累積欠損金 (G) 4,290 4,978 5,777 6,393 6,679 6,647 6,623 6,607

　

組
合
は
地
域
の
皆
さ
ま
の

医
療
を
守
る
た
め
、
両
病
院

の
病
院
長
を
は
じ
め
と
す
る

職
員
一
同
力
を
合
わ
せ
、
経

営
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
地
域
の
皆
さ

ま
方
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
公
立
紀
南
病

院
組
合
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｔ
ｅ
ｌ　

２
２
ー
５
０
０
０

Ｆ
ａ
ｘ　

２
６
ー
０
９
２
５

ま
た
、
役
場
窓
口
（
玄
関

付
近
）、
富
田
事
務
所
、
日

置
川
事
務
所
に
計
画
の
概
要

版
を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
改
革
プ
ラ
ン
全
文
を
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http
://w

w
w

.kinan-hp
.

tanabe.w
akayam

a.jp

数値目標

収支計画

（※）は対医業収益比率

（単位：百万円）
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◆入居可能日

　いずれも平成２１年８月１日から　

◆募 集 期 間

　７月１日（水）～１７日（金）

◆抽選日

　７月２４日（金）

　午前９時３０分から

※入居時には敷金が必要です。

※家賃のほかに、共益費が必要です。

■お申し込み・お問い合わせ

　　役場 建設課 都市計画係

 　　　　　　（℡４３－６５８９）

　　日置川事務所 産業建設係　　

　　　 　　　（℡５２－２３０２）

公営住宅入居募集

団地名 建設年度 住　所 募集
戸数

構　造
間取り・面積

西越４４団地 昭和 44 年度 白浜町堅田 2487 番地の 8 １戸 簡易耐火 2 階建
２ＤＫ・39.5㎡

団地名 建設年度 住　所 募集
戸数

構　造
間取り・面積

中田団地
※浴槽なし 昭和 45 年度 白浜町日置 2040 番地の 2 １戸 簡易耐火 2 階建

2 ＤＫ・39.5㎡

安宅第１団地 平成 11 年度 白浜町安宅 150 番地 １戸 中層耐火 3 階建
３ＤＫ・72.1㎡

安宅第１団地 平成 11 年度 白浜町安宅 150 番地 １戸 中層耐火 3 階建
３ＤＫ・70.0㎡

安宅団地 昭和 55 年度 白浜町安宅 409 番地の 7 １戸 簡易耐火 2 階建
３ＤＫ・80.1㎡

安宅団地 昭和 56 年度 白浜町安宅 472 番地の 8 １戸 簡易耐火平屋建
３ＤＫ・80.1㎡

玉伝団地 平成   5 年度 白浜町玉伝 29 番地の 1 １戸 木造 2 階建
３ＤＫ・74.9㎡

【白 浜 地 区】

【日置川地区】

町有地の公募売却のお知らせ
町有地を公募売却しますので、希望される方はお申し込みください。
申込者が２人以上の場合は、抽選により決定させていただきます。
◆売却の対象者　町内外を問いません。
◆申込締切日　　７月３１日（金）
◆抽　選　日　　８月　７日（金）
※詳細はお問い合わせください。
■お問い合わせ　役場総務課　管財係
　　　　　　　　（℡４３ー５５５５　内線：１３２）

【所在地番】白浜町字小谷奥３３０５番４
【地　　目】山林
【地　　積】１８１．４２㎡（実測）
【用途地域】商業地域
（建ぺい率）８０％（容積率）４００％
【売却価格】金８９３，２９０円

お知らせ INFORMATION

全国女性消防操法大会へ日置川支団第１分団女性団員が出場

　今秋、横浜市で行われる全国女性消防操法大会へ、日置
川支団第 1 分団の女性消防団員の方々が、県代表として出
場が決まり、訓練に励んでいます。
　大会では、ホース３本を延ばしてポンプを発動させ、実
際に放水して的に命中させるまでの時間や、器具の取扱方
法などが審査されます。
　女性団員の皆さんは、仕事や家事、子育てをしながら、
少ない時間を惜しんで毎週２回（火・木曜日）午後７時から、
日置若者広場で訓練に汗を流しています。
　厳しい訓練にもかかわらず、全員のチームワークで大会
に向けてがんばっています。
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第４１回　砂まつり大会

　５月２４日、白良浜で毎年恒例となった砂の祭典、砂まつ
り大会が開催され、県内外から２８チームが参加し、早朝か
ら作品づくりに取り組みました。
　町の人気者パンダのほか、白浜町のブランド魚・クエをモ
チーフにした作品など、工夫を凝らした力作が勢ぞろい。
　昼過ぎには表彰式が行われ、最高賞にあたる県知事賞には、
地元・白浜町の羽衣親子クラブの作品「クエるど白浜」が選
ばれました。

ごみゼロの日　１日清掃センター所長

　５月３０日（ごみゼロの日）、日置小学校６年生の児童５
人（ 東

ひがし

通
みつ

幹
き

くん、鈴
すず

木
き

彩
あや

花
か

さん、本
もと

野
の

瑞
みず

希
き

くん、秋
あき

月
づき

菫
すみれ

さん、住
すみ

野
の

大
だい

地
ち

くん）が１日清掃センター所長に任命され、
町内のスーパーなどでごみ減量とリサイクル化の啓発活動
を行いました。
　清掃センターでのセレモニーでは、１日清掃センター所
長の委嘱状を町長から手渡され、ごみ説法者の皆さんから
名札とリボンをつけてもらい、１日清掃センター所長が誕
生。一人ひとり、自分が実践している清掃活動やリサイク
ル活動、環境保全への思いを話し、ごみ減量への取り組み
の決意を新たにしました。

有間皇子記念式典・献湯祭

　６月１日、雲ひとつない青空の下、白浜温泉の豊かな恵
みに感謝する行事、献湯祭が行われました。これもまた、
白浜の夏を象徴する恒例の行事です。
　白浜温泉を世に知らしめた功績を顕彰する、有間の皇子
記念式典が白良浜に面したの記念碑前で行われた後、陣羽
織などの衣装に身を包んだ一行が行列をつくり、９つの湯
元の一番湯を湯崎・山神社まで運んで奉納しました。
　山神社では、温泉の奉納神事のほかにも、皇子太鼓の演
奏や餅投げが行われ、多くの見物客で賑わいました。
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健
康
だ
よ
り　

■
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
増
進
係
（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
（
℡
４
３
ー
０
１
７
８
）

夏
ば
て
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
!!

　

体
が
だ
る
い
、
食
欲
が
な
い
、
冷
た
い
も
の
ば
か
り
飲
ん
で
い
る
…

こ
れ
ら
は
典
型
的
な
夏
ば
て
の
症
状
。
夏
ば
て
と
は
、
夏
の
暑
さ
に
よ

り
現
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
は
っ
き
り
し
た
自

覚
症
状
も
な
い
た
め
、
油
断
し
て
い
る
と
、
夏
ば
て
症
状
が
で
て
く
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
季
節
の
過
ご
し
方
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。

■
夏
ば
て
解
消
の
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事

●
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
…
豚
肉
、
納
豆
、
玄

米
な
ど
は
疲
労
回
復
効
果
が
あ
り
ま
す
。

●
ア
リ
シ
ン
…
玉
ね
ぎ
、
に
ん
に
く
、

に
ら
な
ど
は
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
の
吸
収

を
高
め
ま
す
。

●
た
ん
ぱ
く
質
…
肉
、
魚
、
卵
、
豆
腐

●
香
辛
料
…
唐
辛
子
な
ど
の
香
辛
料
や

香
味
野
菜
で
食
欲
を
刺
激
。

②
十
分
な
睡
眠

　

一
般
的
に
は
６
～
８
時
間
の
睡
眠

が
良
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
個

人
差
が
あ
る
の
で
自
分
に
と
っ
て
気

持
ち
よ
く
目
覚
め
ら
れ
る
睡
眠
時
間

を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
寝
つ
き

の
悪
い
人
は
、
ぬ
る
め
の
お
風
呂
に

ゆ
っ
く
り
入
る
と
寝
つ
き
や
す
く
な

り
ま
す
。

③
適
度
な
運
動
を

　

仕
事
後
の
運
動
や
寝
る
前
の
ス
ト

レ
ッ
チ
な
ど
適
度
な
疲
労
感
は
快
い

睡
眠
を
誘
い
ま
す
。
ま
た
、
普
段
か

ら
適
度
に
汗
を
か
く
こ
と
に
慣
れ
て

い
る
と
急
激
な
暑
さ
へ
の
免
疫
が
つ

き
ま
す
。

■
夏
ば
て
の
症
状

　

全
身
の
疲
労
感

　

身
体
が
だ
る
い

　

無
気
力
に
な
る

　

イ
ラ
イ
ラ
す
る

　

熱
っ
ぽ
い

　

立
ち
く
ら
み

　

め
ま
い

　

ふ
ら
つ
き

　

む
く
み

　

食
欲
不
振

　

下
痢
・
便
秘

　
　
　
　
　

な
ど

■
夏
ば
て
の
原
因

★
暑
さ
に
よ
る
消
化
機
能
の
低
下
、
栄
養
不
足

　

暑
い
と
胃
の
消
化
機
能
が
低
下
、
栄
養
の
吸
収
が

悪
く
な
り
食
欲
不
振
を
起
こ
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ま

た
冷
た
い
飲
み
物
を
摂
り
過
ぎ
る
と
胃
腸
が
冷
え
て

胃
の
働
き
が
低
下
、
さ
ら
に
食
欲
が
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

★
体
内
の
水
分
と
ミ
ネ
ラ
ル
の
不
足

　

気
温
の
上
昇
と
と
も
に
体
温
も
上
が
る
た
め
、
身

体
は
汗
を
か
い
て
体
温
を
下
げ
よ
う
と
し
ま
す
。
し

か
し
、
汗
は
体
内
の
水
分
と
一
緒
に
ミ
ネ
ラ
ル
分
も

排
出
し
て
し
ま
う
た
め
、
身
体
に
必
要
な
ミ
ネ
ラ
ル

分
も
大
量
に
失
わ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

★
自
律
神
経
の
失
調

　

冷
房
が
効
い
た
室
内
か
ら
炎
天
下
の
屋
外
へ
、
ま
た

冷
房
の
あ
る
室
内
へ
と
繰
り
返
す
う
ち
、
急
な
気
温
の

変
化
に
身
体
は
つ
い
て
い
け
な
く
な
り
、
体
温
調
節
を

す
る
自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
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行　事　名 月日（曜） 受付時間 場　所 内　容

乳幼児健診

７月１５日（水） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 ３歳６か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 17 年 11・12 月生

７月１６日（木） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １歳６か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 19 年 12 月生

７月２１日（火） 13：00 ～ 13：10  日置川拠点公民館

 １歳６か月児・３歳６か月児健診
 ( 日置川地域 ) 
 平成 19 年 10・11・12 月生
 平成 17 年 12 月・平成 18 年 1・2 月生

７月２３日（木） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 ４か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 21 年 3 月生

７月２８日（火） 12：00 ～ 12：10  中央保健センター
 １０か月児健診
 ( 白浜地域 ) 平成 20 年 8 月生

予防接種 ７月２９日（水） 12：30 ～ 12：50  中央保健センター  ＢＣＧ予防接種

栄養相談
７月　６日（月）
※次回８月３日

 9：00 ～ 12：00
 栄養士が、食生活に悩んでおられる方々の相談を行います。
 事前に予約が必要ですので、電話でお問い合わせください。

生きがい広場
毎週月曜日

※ 20 日は 21 日に振替
 13：00 ～ 16：00  美之浦保健センター

 血圧測定のほか、囲碁将棋など、
 お気軽にお越しください。

ストレッチ体操 毎週月曜日 13：30 ～ 15：00  美之浦保健センター

ワンワン運動
毎月第１日曜日

（7/5・8/2）

 健康づくりのために、１日１時間または１万歩歩きましょう！
 毎月第１日曜日はウォーク・デー。すこやか推進員さんによるウォークコースが各地
 区に設定されています。（詳しくは、健康増進係へ）

ファミリークラス ７月　５日（日）  13：00 ～ 13：10  中央保健センター
  妊婦さんと育児に関わるお父さんや
 家族の方も一緒にご参加ください。

胸部検診

【日置川地域】

　７月　１日（水）
　　　　２日（木）
　　　　３日（金）

　胸部レントゲン検診車が日置川地域の各地区を巡回します。
　対象：19 歳以上の方。詳細は新聞折り込みチラシでお知らせしています。
　65 歳以上の方には、個人通知。この機会にぜひ受診してください。

７
月
の
予
定

◎平成２１年度　乳がん・子宮がん検診　変更点のお知らせ
◆個別医療機関での検診を希望される方は、受診
　の際、「乳がん・子宮がん検診受診券」が必要
　になりました。健康増進係　（保健センター）へ
　お申し込みください。

◆受診機会は、２年に１回です。偶数年齢になられる
　方が対象ですが、加えて今年度より、奇数年齢の方
　で前回の受診から今年で３年以上経過する（平成
　20 年度未受診）方も受診できるようになりました。
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〒 649-2511　白浜町日置 197-1
高齢者生活福祉センター「夢の里」内
TEL 0739-52-2111　FAX 0739-52-2666
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　hikicsw@vm.aikis.or.jp

社会福祉法人

白浜町社会福祉協議会社協だより

ふくしふくし
しらはましらはま

日置川支部

〒 649-2324　白浜町十九渕 274 番地の 1
TEL 0739-45-2711　FAX 0739-45-2777
E ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ　shiracsw@vm.aikis.or.jp

会費収入
8,144,300 円
(1.82% )

寄附金収入
3,060,099 円
(0.69% )

経常経費補助金収入
61,708,334 円
(13.82% )

助成金収入
877,250 円
(0.20% )

受託金収入
24,323,106 円
(5.45% )

事業収入
6,269,272 円
(1.40% )

共同募金配分金収入
5,583,653 円
(1.25% )

負担金収入
6,399,666 円
(1.43% )

介護保険収入
187,461,371 円
(41.98% )

自立支援費等収入
3,711,175 円
(0.83% )

雑収入
875,475 円
(0.20% )

経理区分間繰入金収入
11,325,434 円
(2.54% )

積立預金取崩収入
100,000 円
(0.02% )

その他の収入
1,527,080 円
(0.34% )

前期末支払資金残高
119,409,910 円
(26.74% )

人件費支出
231,026,502 円
(60.44% )

事務費支出
4,775,298 円
(1.25% )

貸付金支出
197,750 円
(0.05% )

助成金支出
4,412,750 円
(1.15% )

負担金支出
323,900 円
(0.09% )

固定資産取得支出及び
繰入支出
8,291,909 円
(2.17% )

積立預金積立支出
55,556,817 円
(14.54% )

その他の支出
9,668,080 円
(2.53% ) 流動資産評価減等によ

る資金減少額等
2,400 円
(0.01% )

収　　入
446,568,580 円

支　　出
382,195,002 円

事業費支出
56,614,162 円
(14.81% )

経理区分間繰入金支出
11,325,434 円
(2.96% )

受取利息配当金収入
370,615 円
(0.08% )

施設整備等寄附金収入
5,144,090 円
(1.15% )

貸付事業等収入
277,750 円
(0.06% )

◎平成２０年度は、次のような事業を実施しました

　①　地域福祉活動計画に基づいた地域福祉活動の推進
　②　小地域ネットワーク活動（地域の見守り・支援体制づくり）の推進
　③　ボランティアセンター活動事業の充実　　　　　
　④　在宅介護者への支援
　⑤　障がい者福祉の推進　　　　　　　　　　　　　
　⑥　福祉教育の推進
　⑦　保健・医療・福祉のネットワークづくりの充実　
　⑧　福祉総合相談の充実
　⑨　関係団体（機関）ならびに地域住民の参画・協働の推進
　⑩　地域住民、白浜町および関係機関との連携による災害時要援護者救援体制の整備推進
　⑪　在宅介護事業（地域支援、介護予防・介護保険、障がい福祉サービス等）の充実
　⑫　高齢者生活福祉センター（生活支援ハウス）受託事業の安定化と居住部門機能の充実
　⑬　共同募金事業への協力　　　　　　　　　　　　⑭　各種支援事業の充実

  平成 20 年度事業実施報告・一般会計決算および特別会計決算

◎平成 20 年度の一般会計・特別会計の決算額
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※社協だよりは、共同募金配分金や社協会費等を活用して掲載しています。

日 程 内　　容 会　　場

7/6 弁 護 士 青少年研修センター

7/13 人　　権 本部事務所

7/21 司法書士 本部事務所

7/27 一　　般 青少年研修センター

8/3 弁 護 士 本部事務所

8/10 人　　権 本部事務所

白 浜 支 部

日置川支部

※混雑する場合がございますので、事前にご予約
ください。お申込は、各支部事務所まで。

なお、1 人約 15 分程度の相談となります。

白浜支部　 ： ＴＥＬ　４５－２７１１
日置川支部 ： ＴＥＬ　５２－２１１１

日 程 内　　容 会　　場

7/3　 弁 護 士 み　ま　い　荘

7/8 一　　般 川添山村活性化支援センター

7/15 人　　権 高齢者生活福祉センター 

7/22 一　　般 川添山村活性化支援センター 

7/29 一　　般 み　ま　い　荘

8/7　 弁 護 士 川添山村活性化支援センター

福 祉 相 談 所 設 置 日 程
【時間】13 時 30 分から 16 時
　　　　　　　　( 当日受付は 15 時まで )

　
　

湯　

崎　
　
　

川 

勝　

照 

夫　

様

　
　

富　

田　
　
　

向 

井　

康 

勝　

様

　
　

日　

置　
　
　

小 

川　

晃 

弘　

様

　
　

日　

置　
　
　

白 

木　

正
一
郎 

様

　
　

日　

置　
　
　

九 

鬼　

丈 

夫　

様

　
　
　
　
　
（
平
成
21
年
5 

月
末
迄
分
）

※
書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
・
古
切
手
・
清
拭
布
・

プ
ル
タ
ブ
な
ど
も
多
く
の
方
か
ら
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　

　

新
本
部
事
務
所
開
所
式
開
催
！

　　

２
月
下
旬
か
ら
行
っ
て
い
た
新
本
部
事
務

所
の
改
修
工
事
が
完
成
し
、
去
る
６
月
５
日

（
金
）
午
前
10
時
か
ら
、
新
本
部
事
務
所
前

駐
車
場
に
於
い
て
開
所
式
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
町
長
を
は
じ
め
町
議
会
議
員
、
町

内
会
長
・
区
長
等
の
来
賓
の
方
々
、
社
協
の

理
事
・
監
事
、
評
議
員
、
地
区
福
祉
委
員
長

な
ど
の
社
協
関
係
者
、

約
１
０
０
人
が
出
席

し
、
開
所
を
祝
い
ま

し
た
。

　

な
お
、
そ
の
後
引

越
し
を
行
い
、
６
月

８
日
か
ら
新
本
部
事

務
所
で
業
務
を
開
始

し
て
い
ま
す
。

　　　ボランティアスクール参加者募集中！

　夏休み期間中に、白浜町に在住の中学生・高校生
を対象にボランティア体験学習「ボランティアスクー
ル」を開催いたします。保育園コース、知的障害者
授産施設コース、デイサービスコース等ありますの
で、詳細は各支所までお問合せください。参加申し
込みをお待ちしています。

　　保育園コース

知的障害者授産施設コース

（開催趣旨）
日ごろ外出機会が少なく、他者との交流やグルー
プ活動への参加機会も少ない在宅の高齢者・障が
い者の方々を対象に、日常生活では体験すること
が難しい野外活動等を通じて、生き生きと過ごし
ていただくことを目的としています。
日　時：平成 21 年 9 月 5 日（土）～ 6 日（日）
場　所：すさみ町地域福祉センター

（募集内容）
参加者：在宅の高齢者・障がい者
ボランティア：ボランティア活動でユニバーサル
キャンプに参加したいと思われる方
参加費：（参加者・ボランティアとも）
　　　　1 泊 2 日　１人あたり　3,000 円
申込締切日：平成 21 年 7 月 31 日（金）

　※申し込み・問合せは社協各支所まで

「第２回田辺・西牟婁ユニバーサルキャンプ」

　　　参加者・ボランティア募集！
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中
央
公
民
館
だ
よ
り

韓
国
語
講
座
開
講
!!

　

５
月
19
日
、
韓
国
語
講
座
が
開

講
し
ま
し
た
。
７
月
14
日
ま
で
計

９
回
開
催
さ
れ
、
夫ぷ

貞
じ
ょ
ん

順す
ん

先
生

の
指
導
で
、
韓
国
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
基
礎
の
習
得
を
目
標

に
、
20
～
70
代
ま
で
の
20
人
が
受

講
し
て
い
ま
す
。
韓
国
語
は
、
日

本
語
と
文
法
（
語
順
）
が
ほ
ぼ
同

じ
。

　

一
時
の
「
韓
流
ブ
ー
ム
」
は
落

ち
着
き
を
み
せ
て
い
ま
す
が
、
白

浜
町
に
お
い
て
は
５
月
の
臨
時
議

会
で
大
韓
民
国
・
果
川
市
と
の
友

好
都
市
提
携
が
可
決
承
認
さ
れ
、

再
び
「
韓
流
ブ
ー
ム
」
が
巻
き
起

こ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

　

富
田
地
域
老
人
学
級
は
、
各
地

区
に
お
い
て
次
の
と
お
り
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

☆
５
月
21
日　

幸
寿
会
、
延
寿
会

　
『
ビ
デ
オ
鑑
賞
』

☆
６
月
３
日　

福
寿
会

　
『
室
内
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
』

富
田
地
域
老
人
学
級　

た
だ
今
、
活
動
中
!!

 老後の生活設計
『資産管理・運用』講演会のお知らせ

　世界経済不況・低成長・低金利時代の今日、豊か
な老後を迎えるためにも暮らしの設計を考えた資産
運用・活用などについて中高年講座として、下記日
程で講演会を開催します。

　　　　　　　　　　　記

◎日　時　　７月１３日（月）午後７時～８時
◎場　所　　中央公民館　１階集会室
◎演　題　　「守るお金・楽しむお金・育てるお金」
                                             　　　　　　　（仮題）
◎講　師　　ＮＰＯエイプロシス
　　　　      証券カウンセラー　福田 清氏 先生　
　　　　　　　　　　　　　　　　
　共　催　　白浜町中央公民館・白浜町商工会

　

里
谷
に
、
遠
く
の
村
か
ら
娘
が

嫁
い
で
き
た
。
里
谷
は
、
谷
川
沿

い
の
見
上
げ
る
よ
う
に
連
な
る
巨

岩
と
、
天
を
突
く
樹
林
の
奥
に
あ

る
。
山
頂
近
く
の
わ
ず
か
ば
か
り

の
切
り
開
か
れ
た
土
地
に
、
石
垣

積
み
の
家
や
畑
が
点
在
し
て
い

た
。

　

幼
く
し
て
母
を
亡
く
し
た
娘

は
、
す
す
め
ら
れ
て
相
手
も
知
ら

ぬ
ま
ま
に
や
っ
て
き
て
、
家
事
や

畑
仕
事
に
休
む
暇
な
く
働
い
た
。

　

夫
は
親
切
だ
っ
た
が
、
舅

し
ゅ
う
とた
ち

と
山
仕
事
や
炭
焼
き
に
追
わ
れ
て

い
て
、
話
す
こ
と
も
少
な
い
。

　

見
知
ら
ぬ
土
地
で
友
人
も
な

く
、
故
郷
の
村
へ
出
か
け
る
こ
と

も
で
き
な
い
ま
ま
日
が
過
ぎ
て
い

た
。

　

よ
う
や
く
男
の
子
が
生
ま
れ
た

が
夜
泣
き
が
激
し
く
、
家
族
に
迷

惑
を
か
け
ま
い
と
、
家
の
外
で
あ

や
す
夜
が
続
い
た
。

　

あ
る
夜
、
月
光
に
誘
わ
れ
て
泣

く
子
を
背
負
い
、
山
中
を
さ
ま
よ

っ
て
い
る
う
ち
、
寂
し
さ
と
日
ご

ろ
の
疲
れ
も
重
な
っ
て
、
知
ら
ぬ

間
に
村
外
れ
の
滝
ま
で
来
て
い

た
。

　

夜
の
し・

・

・

じ
ま
に
轟ご

う

音お
ん

が
響
き
、

滝
壺
の
水
し
ぶ
き
が
月
光
に
き
ら

め
い
て
い
た
。
目
を
こ
ら
し
て
い

る
と
、
滝
壺
の
中
か
ら
亡
き
母
の

呼
び
声
が
聞
こ
え
た･･･

。

　

夫
は
、
妻
の
心
情
に
気
を
配
ら

な
か
っ
た
こ
と
を
悔
や
ん
で
、
村

人
と
一
緒
に
山
中
を
捜
し
た
後

も
、
何
日
も
懸
命
に
捜
し
続
け
た

の
だ
が
、
と
う
と
う
見
つ
け
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　

そ
の
後
、
時
折
滝
壺
で
子
負
い

う
な
ぎ
が
獲
れ
た
が
、
母
子
の
化

身
だ
と
い
わ
れ
て
、
滝
に
戻
し
て

や
る
よ
う
に
な
っ
た
。

 

～
白
浜
物
語
～　
【
エ
ッ
セ
ー
を
書
こ
う
会
】

　
『
子
負
い
う
な
ぎ
』（
場
所　

川
添
地
区
里
谷
）

☆
６
月
４
日

　

長
寿
会

　
『
ピ
ン
シ
ャ
ン
体
操
』

　

今
後
も
、
様
々
な
活
動
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
奮
っ
て
参
加
し
ま
し

ょ
う
！
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日
置
川
拠
点
公
民
館
だ
よ
り

　

日
置
川
拠
点
公
民
館
で
は
今
年

も
家
庭
学
級
、
公
民
館
教
室
の
活

動
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

各
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
５
つ
の
家

庭
学
級
が
あ
り
、
４
～
５
月
の
間

に
今
年
の
年
間
計
画
を
た
て
て
、

地
元
住
民
の
方
々
の
生
涯
学
習
活

動
に
寄
与
し
て
い
ま
す
。

　

市
鹿
野
家
庭
学
級
で
は
開
講
日

の
翌
日
に
早
速
ご
き
ぶ
り
団
子
づ

く
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

材
料
の
玉
ね
ぎ
が
相
当
目
に
し

み
た
よ
う
で
、
皆
さ
ん
涙
を
浮
か

べ
な
が
ら
団
子
を
つ
く
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
市
鹿
野
太
極
拳
教
室
、

和
太
鼓
教
室
も
４
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
、
参
加
者
は
自
己
啓
発
の
た

め
あ
る
い
は
発
表
会
に
向
け
て

等
、
そ
れ
ぞ
れ
が
目
標
を
持
っ
て

汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

　

太
極
拳
は
川
添
山
村
活
性
化
セ

ン
タ
ー
、
和
太
鼓
は
み
ま
い
荘
で

開
催
し
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
日
置
川
拠
点
公
民
館
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

家
庭
学
級
、
公
民
館
教
室　

開
催
中

白
浜
町
営
日
置
プ
ー
ル
の

一
般
開
放
に
つ
い
て

　

日
置
プ
ー
ル
は
７
月
18
日（
土
）

～
８
月
31
日
（
月
）
ま
で
一
般
開

放
し
ま
す
。

　

開
放
時
間
は
午
後
１
時
～
午
後

５
時
ま
で
（
小
学
生
は
午
後
３
時

ま
で
）
で
す
。
小
学
３
年
生
以
下

の
お
子
様
に
は
必
ず
保
護
者
が
同

伴
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
天
候
や
水
温
、
プ
ー
ル

の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
に
よ
り
、
開

放
を
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

６
月
末
を
も
っ
て
日
置
川
事
務
所

の
宿
直
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
夜
間
や
休
日
に
日

置
川
教
育
事
務
所
施
設
を
利
用
さ

れ
る
場
合
は
事
前
に
出
入
口
の
鍵

を
お
渡
し
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

１
回
限
り
開
催
す
る
会
議
や
総

会
等
で
利
用
さ
れ
る
方
に
は
、
会

場
利
用
申
請
時
に
鍵
の
貸
与
と
返

却
方
法
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

　

公
民
館
の
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活

動
さ
れ
て
い
る
団
体
に
は
代
表
者

に
あ
ら
か
じ
め
鍵
を
貸
与
し
ま
す

の
で
、
ま
だ
鍵
を
受
け
取
っ
て
い

な
い
サ
ー
ク
ル
は
日
置
川
教
育
事

務
所
（
拠
点
公
民
館
）
ま
で
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

　

鍵
の
貸
与
の
際
に
は
、
借
用
届

出
書
に
署
名
・
押
印
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

　

施
設
を
利
用
さ
れ
る
方
に
は
、

何
と
ぞ
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

日
置
川
拠
点
公
民
館
を
ご
利
用
の
皆
さ
ま
へ

健康講演会のご案内

	 ◆７月４日（土）午後７時３０分～
	 ◆日置川拠点公民館

演題 ｢ストレス社会の心の病｣
－うつをいかにして克服するか－

   現代社会においてストレスは切っても切れないものです。

   ストレスはあらゆる病気の元とも言われています。

   ぜひこの機会に専門の先生の話を聞いてみませんか。

　講　師
　和歌山大学　保健管理センター所長・教授
　医学博士　　宮

みや

西
にし

　照
てる

夫
お

　先生

　プロフィール
 ・日高郡美浜町出身

 ・昭和 48 年　和歌山県立医科大学卒業 ( 精神医学科専攻 )

 ・昭和 50 年　和歌山県立医科大学神経精神医学教室助手

 ・平成 13 年　和歌山大学保健管理センター教授・所長に

　　　　　　    就任、現在に至る

※先生は、独自の和歌山大学ひきこもり回復支援プログ

ラムを開発し、ひきこもる若者の支援活動を実施中です。

主催：日置川拠点公民館日置分館  　
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家族で楽しく野菜づくり

　５月２３日、快晴の

もと家族１２組が参加

し、富田橋下の家族農

園が開園しました。

　お父さんやお母さん

たちは、慣れない畑仕

事に苦労しながらも、“くわ”を持って畝
うね

づくり。子ど

もたちも小さなスコップを持ってお手伝いです。

　「これって、何の苗？？」指導員の先生に説明を受け

ながら、野菜の苗植えを親子そろって行いました。

　また、畑には昔なつかしい手押しポンプがあり、子ど

もたちに大人気！「ぼくも、わたしも！」かわるがわる、

みんなでポンプを押し

て、水やりをがんばり

ました。

　ぐんぐん大きく育っ

てね。収穫の時期が楽

しみです。

いご・しょうぎ教室

　　☆と　き　　毎週土曜日
　　　　　　　　午後１時３０分～３時頃
　　☆ばしょ　　白浜町立児童館
　　☆対　象　　幼児～中学生

　いつからでも参加できます！初心者でも大丈夫！
　ぜひ、さんかしてみてね☆

じどうかん（児童館）

　　 へ行こう！

　太陽がじりじり照りつけてい

ます。夏休みが始まります。子

どもたちはどんな遊びに夢中に

なるのでしょうか。

　「この草、食べられるんやろか」「この人、有名な人み

たいやけどで何したんやろ」など、子どもたちは“好奇

心”でいっぱい！！その心を満たすことができるのが図

書館です。

　いろんな本が並んでいる図書館に来て、本を手に取り

ページをめくる、そこから新しい世界が始まります。そ

れは大人の方も一緒。夏休みのほんのひととき、図書館

で過ごしてみませんか。何か分からないことがありまし

たら、職員におたずねください。“世界発見”のお手伝

いをさせていただきます。

《夏休み連続おはなしの日》

　　皆さんに楽しいおはなしの世界を知ってもらおう
　と地域のボランティアの方々の協力を
　得て開催します。
　　　　８月５日（水）～９日（日）
　　　　・本　　館　午前１１時～
　　　　・富田分室　午前１１時～

７月の行事

　☆おはなし玉
たま

手
て

箱
ばこ

　　本館・富田分室　毎週土曜日　午前１１時～
　　７月４日・１１日・１８日・２５日

　☆しらはま子どもの本の会

　　７月１６日（木）　午前１０時～　本館
　　テキスト “ 最近の赤ちゃん絵本 ”
　　＊テキストは本館においてあります。
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し
ら
は
ま

　
　

俳
壇
コ
ー
ナ
ー

　

町
内
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
句
会
の

皆
さ
ま
の
俳
句
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
総
務
課
広
報
担

当
ま
で
。

円
月
俳
句
会

　

帰
港
す
る
遊
覧
客
の
肌
や
け
て　
　
　

賢け
ん

七し
ち

　

母
の
日
や
亡
母
の
齢
を
越
し
て
生
く　

か
め
乃の

　

野
良
仕
事
お
え
て
一
服
桜
餅　
　
　
　

常つ
ね

代よ

　

筍
の
伸
び
て
我
が
背
を
追
越
せ
り　
　

榮
さ
か
え

　

新
樹
光
寺
の
境
内
梛な

ぎ

高
く　
　
　
　
　

ま
さ
恵え

　

連
休
の
一ひ

と

日ひ

は
ひ
が
な
畑
仕
事　
　
　

て
る

　

母
の
日
や
郵
便
受
を
又
の
ぞ
く　
　
　

葉よ
う

子こ

　

空
瓶
に
洋
酒
香
り
薔
薇
を
挿
す　
　
　

美み

ゆ
き

　

藤
祭
樹
齢
き
そ
っ
て
咲
き
ほ
こ
る　
　

美み

代よ

枝え

椿
園
湯
の
花
句
会

　

新
茶
く
み
茶
柱
立
っ
て
よ
き
日
か
な　

松ま
つ

村む
ら

茂し
げ

子こ

　

山
菜
は
里
の
一
品
香
る
味　
　
　
　
　

谷た
に

本も
と

忠た
だ

義よ
し

　

帰
り
来
る
い
つ
も
の
ホ
テ
ル
夏
燕　
　

楠く
す

本も
と

八や

千ち

代よ

　

や
わ
ら
か
き
風
を
も
ら
ひ
て
春
の
草　

鳥と
り

渕ぶ
ち

晃あ
き

利と
し

　

ま
ん
ま
る
き
卯
月
上
り
て
を
り
し
か
な　

山や
ま

本も
と

健け
ん

二じ

　

峡た
に

の
気
を
存
分
吸
ふ
て
鯉
の
ぼ
り　
　

伊い

藤と
う

み
き

　

静
か
な
夜
の
鈴
ら
ん
の
香
り
ゐ
し　
　

田た

島じ
ま

梅う
め

野の

山
蕗
句
会

　

焼
酎
の
五
勺
の
酔
や
植
田
風　
　
　
　

流
り
ゅ
う

行こ
う

　

牟
婁
の
江
に
鯨
潮
噴
く
夏
始
め　
　
　

幸こ
う

杉す
ぎ

　

肩
に
き
て
螢
は
心
灯
も
し
く
る　
　
　

た
つ
え

　

追
い
越
し
て
ゆ
く
白
靴
の
若
さ
か
な　

道み
ち

子こ

　

涼
風
を
連
れ
て
三
門
く
ぐ
り
け
り　
　

千ち

代よ

美み

　

犬
連
れ
て
散
歩
の
会
話
明あ

け

易や
す

し　
　
　

よ
し
お

　

田
植
機
へ
妻
の
気
く
ば
り
苗
運
ぶ　
　

守も
り

一か
ず

こ
れ
ま
で
の
主
な
活
動

●
青
少
年
海
外
派
遣
事
業

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
中
学
生
と

成
人
を
派
遣
し
た
り
、
昨
年
は
紀
南

青
少
年
海
外
派
遣
事
業
で
ホ
ノ
ル
ル

市
、
ハ
ワ
イ
大
学
に
中
学
生
を
派
遣

し
ま
し
た
。

●
海
外
か
ら
の
団
体
や
、
個
人
の

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
受
け
入
れ
と
支
援

　

こ
れ
ま
で
に　

モ
ン
ゴ
ル
・
イ

タ
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ア
メ
リ
カ
・

ベ
ル
ギ
ー
・
ロ
シ
ア
・
カ
ナ
ダ
・
リ

ト
ア
ニ
ア
・
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
・
カ

ザ
フ
ス
タ
ン
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

中
国
他
か
ら
の
訪
問
者
の
ホ
ス
ト
や

交
流
会
を
実
施
し
ま
し
た
。　
　

●
各
国
料
理
教
室
の
開
催　

　

白
浜
町
周
辺
の
外
国
人
を
講
師

に
招
き
母
国
料
理
の
講
習
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
ア
メ
リ
カ
の

レ
ス
ト
ラ
ン
人
気
メ
ニ
ュ
ー
を
学
び

ま
し
た
。

●
外
国
人
や
会
員
へ
の
日
本
文
化

教
室
や
海
外
体
験
談
、
学
習
会
等

を
地
元
の
講
師
を
招
い
て
開
催

　

最
近
で
は
元
ボ
リ
ビ
ア
大
使
館

員
の
駐
在
話
や
モ
ロ
ッ
コ
旅
行
記
を

聞
き
ま
し
た
。

●
会
員
相
互
の
親
睦
事
業

　

ク
リ
ス
マ
ス
会
や
新
年
会
、
Ｕ
Ｓ
Ｊ

遠
足
、
韓
国
旅
行
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

等
、
年
毎
に
企
画
し
て
い
ま
す
。

●
白
浜
町
国
際
交
流
推
進
準
備
会

に
参
画

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

コ
メ
ン
ト

　

白
浜
町
が
進
め
て
い
る
国
際
交

流
推
進
準
備
会
の
発
足
で
今
後
ま

す
ま
す
世
界
各
国
と
交
流
の
機
会

が
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

白
浜
国
際
交
流
協
会
で
は
美
し

い
私
た
ち
の
町
白
浜
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
よ
う
、
海
外
の
方
々
と
さ

ら
な
る
相
互
理
解
が
生
ま
れ
る
よ

う
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

グループ紹介

白浜国際交流協会
代表者　水上光雄
会員５２人／結成平成７年７月

・お問い合わせ   ℡４３ー０８８８
青少年海外派遣事業：ホノルル市表敬訪問



旭き
ょ
く
じ
つ
そ
う
こ
う
し
ょ
う

日
双
光
章

（
地
方
自
治
功
労
）

湯ゆ

川か
わ 

温は
る

行ゆ
き 

氏
（
70
歳
）

　
　
　
　
　
　
【
羽
衣
地
区
】

　

昭
和
50
年
４
月
、
白
浜
町
議
会
議
員

に
初
当
選
し
て
以
来
、
平
成
15
年
４
月

ま
で
の
７
期
28
年
余
の
永
き
に
わ
た
り

地
方
自
治
の
進
展
に
尽
力
し
、
特
に
平

成
５
年
６
月
か
ら
平
成
７
年
４
月
ま
で

の
間
は
議
長
と
し
て
議
会
の
円
滑
な
運

営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
在
職
中
は
、
文
教
厚
生

常
任
委
員
長
、
観
光
産
業
常
任
委
員
長

等
を
歴
任
し
、
豊
富
な
識
見
、
強
い
責

任
感
と
実
行
力
を
持
っ
て
職
務
に
精
励

さ
れ
、
白
浜
町
の
経
済
発
展
と
住
民
福

祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
行
政
委
員
会
に
お
い
て
も
、

白
浜
町
監
査
委
員
と
し
て
町
財
政
の
健

全
な
運
営
に
尽
力
さ
れ
、
多
大
な
貢
献

を
成
さ
れ
ま
し
た
。

広
報
し
ら
は
ま 

７
月
号
№ 41

■
編
集
・
発
行

　

白
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総
務
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代
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歌
山
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婁
郡
白
浜
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番
地 http://www.town.shirahama.wakayama.jp

～３年生が模範となる白中～

　“イーッチニ、イチ・ニ・サン・シ、イーッチニ”毎

朝聞こえる元気な声。「おはようございまーす！」と

背後からさわやかな声。先生たちが登校すると同時に、

このように生徒たちの活気にあふれた声が、校庭に、

グラウンドに響き渡っているのが毎日の始まりです。

　生徒会が今年も『誇りの持てる白中づくり』という

スローガンを揚げて

くれました。生徒総

会ではぴーんと張り

つめた会場の中、（私

語？ザワザワ？とん

でもない！）「この

１年間の学校生活を

どのようにしてい

くか」について、

生徒全員が納得

し、一人ひとりの

行動と学級、学年、

学校全体が歩んで

いく方向を確認し

あえた場でした。

　初めて体験する１年生にとっては、何もかもが新鮮

で、先輩たちが見せてくれるすごい姿に感動し、白中

生を十分に意識する場ともなりました。

　全員が一緒に生活するこの白中の生活を豊かにして

いくことに「規律と充実」を前面に、「ひとつになる

集団の姿」がありました。

元気いっぱい

 白浜っ子！
　　　　町内の小中学校を毎月紹介します。

白浜中学校
（白浜町大浦：生徒数１６０人）

瑞ず
い
ほ
う
た
ん
こ
う
し
ょ
う

宝
単
光
章（

消
防
功
労
）

楠く
す 

健け
ん

藏ぞ
う 

氏
（
63
歳
）

　
　
　
　
　
【
栄
地
区
】

　

昭
和
40
年
５
月
、
白
浜
町
総
務
部
庶

務
課
常
備
消
防
員
と
し
て
採
用
さ
れ
て

以
来
、
平
成
18
年
３
月
ま
で
の
40
年
余

の
永
き
に
わ
た
り
、
幾
多
の
火
災
現
場

や
水
防
活
動
の
現
場
で
ご
活
躍
さ
れ
、

特
に
平
成
13
年
４
月
か
ら
平
成
18
年
３

月
ま
で
の
間
は
、
白
浜
消
防
署
長
と
し

て
、
そ
の
重
責
を
全
う
さ
れ
ま
し
た
。

　

災
害
の
現
場
に
お
い
て
は
、
自
ら
の
危

険
を
省
み
ず
、
地
域
住
民
の
生
命
と
財

産
の
保
護
に
専
心
さ
れ
、
そ
の
鋭
敏
な

行
動
と
率
直
な
人
間
性
は
、
他
の
消
防

職
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
民
の
信

望
を
一
心
に
集
め
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
火
災
予
防
策
と
し
て
、
当
町

の
宿
泊
施
設
、
各
種
団
体
の
防
火
講
演

会
、
地
域
防
火
座
談
会
に
も
積
極
的
に

出
か
け
、
火
災
予
防
意
識
の
啓
発
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

平成 21 年春の叙勲を受章されました
　湯川温行氏、楠健藏氏のお二人が平成２１年春の叙勲を受章され、５月２７日にお祝い会が町内のホテルで開催

されました。また、その席上、楠氏には町の表彰規定に基づき、白浜町表彰が授与されました。（湯川氏は、すでに

平成１６年に授与されています）　受章されたお二人のますますのご健勝をお祈りします。


